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　さて２種のクォークはアップクォーク（u）とダウンクォーク（d）である。２個の u と１個の d が強く結合し
て陽子（p）となり、１個の u と２個の d が強く結合して中性子（n）となる。陽子と中性子が生成されたのは今






























電子の軌道は主量子数ｎ（１, ２, ３, ４・・の整数）、軌道角運動量の量
子数 （ ≦ ( ｎ - １)）、角運動量の方向成分に関する量子数ｍ（- 、
-（ - １）、・・・、０、・・・、（ - ２）、（ - １））、電子の自転（ス
ピン）角運動量の方向成分に関する量子数ｓ（- １/ ２、１/ ２）という
不連続な量子数のセット｛ｎ , , ｍ , ｓ｝で指定される。原子核の周
りの電子軌道で最も内側の軌道である主量指数ｎ = １の軌道（Ｋ軌道）
の場合は、表１に示すように = ０、ｍ = ０で量子数のセット（ｎ、
図１　物質の階層構造
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　主量子数ｎ = ２の電子軌道が原子核の周りの内側から２番目の軌道（Ｌ軌道）である。この軌道の は０と１
の２通りあり、 = ０に対してｍは 0、 = １に対してｍは - １、０、１の３通り、ｓは - １/ ２、１/ ２の２通






















































































































































































































































































































































































































































注２） 　1925 年にヴォルフガング・パウリ（Wolfgang Pauli）が提唱したフェルミ粒子（陽子、中性子、電子など）
に関する仮定。当時は仮定であったがその後ミクロの世界の原理として厳密に成り立っていることが証明さ
れている。
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